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エドヒガンとイヌザクラは大溝寺山の有木（アラキ〉側の渓測で採った。ケエゾヤマザク
ラは西島の焼火山 （タクヒサン）下部で採ったが， これは中国地方で は三瓶山（丸山巌
前出）にもある。
シウリザクラは布施村鷲ケ峯の頂上に近い海抜約 500m の林中に少数混生している。大
きいもので直径 10cm 程度である。本種は元来，本州中部，日光山索以北，北海道，千島
，満州，ウスリー（大井：日本植物誌）に分布することになっていたもので，著しい北方
系の績物を更に加えたととになる。
総状花序をなすウワミズザクラ亜属のうち，常緑の2種を除き，中園地方としては，ウ
ワミズザクラ， シウリザ
、
クラ， イヌザクラの3種となる。 乙のうち，ウワミズザクラは日
本列島に広く，かつ多量に産しながら隠岐には従来全く記録がなく，筆者も一本も見出し
得なかった。これに対し，中国地方の本土には見られない北方系または大陸系のシウリザ
クラの方を隠岐に産することは注目すべきで， これはやはり， 乙の群島成立の歴史とウワ
ミズザクラ亜属の系統との関連において考究すべき今後の課題であろう。
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